
 一般事故では、漏えい事故が顕著に増加しており、事故種別の中では最多となって

います。 

一方で、事故発生件数は増加したものの、死傷者数及び損害額は、例年と比較して

高い水準にはありません。 

【平成元年以降の一般事故発生件数（事故種別ごとの推移）】 

【過去 10年の一般事故発生件数と被害状況】

元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

火災 17 27 26 24 27 35 34 42 36 38 45 47 48 60 66 84 69 110 91 76 62 93 84 99 82 104 107 120 130 146

爆発 8 8 10 4 1 3 6 17 9 6 5 1 0 7 5 3 4 18 6 9 5 7 7 6 5 6 7 6 1 6

漏えい 15 21 17 21 11 19 22 25 24 25 37 30 34 49 56 54 63 97 129 110 99 123 113 131 132 135 117 119 115 155

その他 6 7 3 4 6 4 5 9 7 5 4 4 2 5 6 9 6 11 17 12 11 8 9 12 9 8 3 5 6 7
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 一般事故の発生要因としては、人的要因と物的要因のうち腐食疲労等劣化で約７割を

占めています。 

また、過去 10 年の推移では、近年ほぼ横ばいで推移していた人的要因が前年と比較

して 32 件増加するとともに、物的要因による事故の発生についても増加傾向にあるこ

とから、事業所における従業員教育、施設の点検の充実が望まれます。 
 

【平成 30年中における一般事故の発生要因】 

 

 
【過去 10年の一般事故における要因別発生件数の推移】 
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